






































和30年 4月 1日であることから 2）、本学に保育
者養成機関が設置されることになる以前の幼児教
育における音楽活動と、保育者養成の実態につい
て明らかにしたいと考えたことによる。
　具体的には、次の３点について考察する。第１
に、昭和前期に幼稚園で行われていた保育内容か
ら音楽活動や歌われていた歌を確認し、受け継い
でいきたい要点について検討する。第２に、昭和
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前期の音楽活動の指導方法を整理し、現在の保育
者養成校において活用したり応用したりできるか
どうかを検討する。第３にこれらをふまえて、幼
児に音楽指導を行う場合に必要な専門性をどう捉
え、保育者養成校においてどのような音楽力を育
成することが重要なのかについて若干の考察を行
うこととする。
２．昭和前期の保育者養成の概観
　昭和18年末頃の保育者養成校（当時は保姆養
成施設）は、全国に40以上（官公立5校、キリ
スト教系私立12校、仏教系5校、一般19校）
が存在した。宮城県内には、青葉女学院保姆科 3）、
吉田専修女学園保姆科 4）、尚絅女学校専攻部保育
科 5）があった。修業年限はキリスト教系の養成
校が２年であったものの、他はほとんど１年課程
であった。学科科目のなかで全ての保育者養成施
設で行われていた科目は、修身、教育、保育、図
画、手工、音楽、体育であった。しかし保健学、
衛生学、栄養学などの科目の開設が行われていな
かったところも存在したことから 6）、修業年限の
長短にもよるが、養成校の教育理念の違いによっ
て、教育課程に差が生じたのではないかというこ
とが推察される。
　戦中戦後は食糧難、物資不足、教材不足のため
休校したり、退学者が増えたり、保姆志願者が激
減したりと苦しい時代が続いた。尚絅女学校専攻
部保育科も昭和23年に一時閉鎖し、昭和30年
に短大として再開している。これは本学短期大学
保育科の開設とほぼ同時期といえる。
　昭和22年、新しい学校教育法が施行され、幼
稚園は学校の一つとして位置づけられ保姆の名称
から教諭となった。このいきさつについて、次の
ような興味深い記述がある。
　「文部省の調査局長は田中二郎という人でした
が、幼稚園を学校にいれるなんて、とんでもない
と言っていました。一方、キンダーガーデンは五
歳児でアメリカの学校系統に入っているので、ヘ
ファナンをはじめ、司令部の教育部の人は幼稚園
を学校にいれようと思っていたようでした。
　倉橋 7）さんは、幼稚園と小学校は違うから、
幼稚園を学校にいれるのはよくないが、そうはい
っても幼稚園を学校からはずしておくと、幼稚園
がおろそかに取り扱われるので、むしろ学校教育
のなかにいれておいて、そのなかで幼稚園の独自
性を確立していく努力をした方が、幼稚園の普及
のためには有効であると思うがどうかとたずねら
れたので、私は賛成したものでした。」（国立音楽
大学教授副島ハマ談）8）
　この記述から我が国において、幼稚園が文部科
学省の管轄になったいきさつのひとつとして、倉
橋の影響が大きかったのではないかということが
推察される。
　昭和22年には新学制に基づき従来の免許は仮
免許状となったため、認定講習会が行われ10日
間以上総計65時間出席したものに修了証書が授
与されることとなった。東京で行われた講習会の
講師のメンバーには、新教育法における保育原理
の倉橋惣三、幼児遊戯指導の戸倉ハル 9）、幼児の
音楽の諸井三郎 10）らがいた。幼稚園教員再教育
のために戦後の新しい保育内容の研究講座として
多数の参加者が集まり熱心に新知識を吸収した。
これらの後、幼児教育、就学前教育の重要性が認
識され、保育者養成校も増加していくことになる
といえる。
３．昭和前期の音楽に関わる保育内容概観
　昭和前期の幼稚園教育における保育内容は、大
正15年公布の「幼稚園令施行規則」で「幼稚園
の保育項目ハ遊戯、唱歌、観察、談話、手技等ト
ス」（第二条）と定められたことによって、「保育
五項目」として多くの幼稚園の保育内容の中心と
なっていた 11）。この五項目の中から音楽活動、
音楽指導と関連が深いと思われる遊戯と唱歌につ
いてみてみたい。
　遊戯の内容としては、自由に遊ぶものと音楽を
伴う遊戯の２つが考えられていた。自由に遊ぶも
のが遊戯とされていたのは、保育課程の多くは一
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般に自由に遊ぶ活動であり、生活の中心となる遊
びを通しての保育効果が期待されていた 12）こと
からと思われる。自由に遊ぶものの内容には、ブ
ランコ、すべり台、砂場などの遊具を介した遊び
と模倣遊戯といわれる電車ごっこ、お店ごっこな
どのごっこ遊び、落葉拾いやひなたぼっこなどの
郊外散歩や凧揚げ、輪取り、積木、絵本よみ、お
絵かきも含まれている。
　音楽を伴う遊戯には、大別すると行進遊戯と唱
歌遊戯の二つがあった 13）。唱歌遊戯は歌詞を伴
い歌の感じを表現するもの、歌のリズムと音に従
って動くもので、≪桃太郎≫、≪金太郎≫、≪鳩
ぽっぽ≫、≪お手々をつないで≫などが含まれて
いた。歌詞に合わせる動作のため、動きが偏った
り子どもの感情、感動を顧慮しない動きになりが
ちな場合もあったようである。しかしながら、唱
歌遊戯は明治期からすでに多くの幼稚園で実践さ
れていた。
　行進遊戯は歌を伴わない楽曲のリズムと音に合
わせて気持ちを出して動くもののことで、これを
土川五郎は律動遊戯と名付け 14）56曲を作成して
いる 15）。用いた音楽には２つのタイプがあり１
つは、作曲者の名前が無記名のもので、もう１つ
は、外国の曲もしくは作曲者に作曲を依頼した楽
曲と思われるものである。作曲者が無記名のもの
には、音の高低やリズム、拍子そのものに合わせ
て動く≪強き歩み≫、≪軽き歩み≫、≪駈足≫、
≪すり足≫、≪跳躍（ポップスキップス）≫、≪
通常歩（四歩目＝跳躍）≫、≪三柏〔ママ〕子≫
など14曲と≪櫻≫、≪小さき汽車≫、≪影法師
≫などタイトルを意識した動作を示した10曲が
ある。外国の曲もしくは作曲者に依頼したものは
楽曲に合わせた動作を明示したもので、≪かいぐ
り≫、≪海≫、≪おいてきぼり≫、≪水兵≫（資
料参照）16）など32曲ある。土川は遊戯の特徴を、
音楽が伴うために快感が起こり、自発的に踊ろう
とする気持ちが出てくると考え、メロディーとリ
ズム、音楽そのものを重要視していた。これは、
遊戯は子どもの心理、子どもの感情と生理の上に
立って行われるものとして、身体と感情の教育を
結び付けるもの、感情教育、美的教育、情操を養
うものと捉えていた 17）ことからも推察される。
子どもが子どもの気持ち、子どもの感情のままに
音楽やリズムに合わせて自由に楽しく表現するひ
とつとして遊戯を考えていたといえよう。　音楽
は子どもの心を通じて身体に及ぼすものであり、
音楽と身体の動きは相互作用するものとして、音
楽を伴う遊戯の重要性と子どもの感情が表出され
る子ども自身が楽しむ遊戯であることを提唱した
のである。
　また土川は、人間の身体や心、生活、仕事、自
然界などすべてがリズムに関わることに着目し、
リズムは子どもに対しても良い効果をもたらすこ
とを記している 18）。この考え方を引き継ぎ発展
させたのが、小林宗作 19）のリズムによる教育と
いえよう。小林はリズムによる教育、リズム教育
こそが、リズムの支配を受ける人間のすべての機
能の発達を助け神経作用を発達させると考えた。
さらに、リズム教育は人間の芸術と生活を頽廃か
ら救ってくれる唯一の道であり、生理的、心理的、
芸術的基礎の上に、最も経済的に哲学的に人生と
自然とを調和し同和するものと述べている 20）。
そして幼児期に音楽を経験させリズムを理解させ
ることが大切であり、方法としてリトミックに着
目した。リトミックとは心と体にリズムを理解さ
せる遊戯であり、体の機械組織をさらに精巧にす
るための遊戯、心に運転術を教える遊戯であると
した 21）。小林の意味する遊戯は、多様なリズム
と即興をも含む自由な音楽に合わせた動きと推察
できる。なおここでは、小林の提唱したリトミッ
ク研究そのものに言及することは控えるが、幼児
教育にはリトミックが有効であると確信を持った
経緯や日本の幼児にあったリトミックの内容や方
法を考案したことなどについては今後の研究課題
としたい。
　この頃、戸倉ハルも活躍していたが、戸倉は唱
歌遊戯、童謡遊戯、表情遊戯と名称を変化させな
がらも、内容は同じもので歌を伴う遊戯の方に力
を注いだ。一寸法師、浦島太郎、兎と亀、牛若丸、
猿蟹合戦、因幡兎などの昔話を題材としたものや
史的変遷からみる幼児教育における音楽活動の特徴 （3）
春夏秋冬の歌に合わせて踊る遊戯を著書 22）にま
とめている。内容は遊び方の説明であり、メロデ
ィーやリズムに合わせた身体表現というよりは、
唱歌遊戯の特徴ともいえる歌詞に表わされた情景
の描写を身体表現する手順を示したものである。
　幼稚園で唱歌遊戯を行う場合、例えば一寸法師
の遊戯を行う時は、一寸法師の歌の練習をするこ
とが多かった。そのため歌に振り付けて踊る「遊
戯」を「唱歌」と区別することが困難な幼稚園が
多くあり、この二つの項目をまとめて「唱歌・遊
戯」あるいは「唱遊」と呼ぶこともあった 23）。
遊戯活動のための楽器は、保育室のオルガン、遊
戯室のピアノ、タンバリンなどであったが、レコ
ードやラジオや蓄音器の発達によりこれらに合わ
せて踊ることも行われた。
　このように昭和前期の音楽を伴う遊戯は、土川、
小林、戸倉などがそれぞれの教育理念に基づき、
それぞれの遊戯の捉え方と方法で、律動遊戯や唱
歌遊戯の普及に尽力し、幼稚園や保育所における
遊戯の指導を活性化させた。しかしながら律動遊
戯と唱歌遊戯は内容的に異なることから、幼稚園
や保育所においては、教師などの経験や研修の質
などによって、遊戯への取り組みに違いが生じて
きていたことが推察される。現在は、小林の提唱
したリトミックやそれと似通った活動を取り入れ
ている幼稚園の音楽活動を時折みることができる
が、どちらかというと、リズムや楽曲に合わせて
指導者が考案した動作を反応よく動くことが重ん
じられているように思われる。土川や小林が理念
の根拠としていたリズムを心と身体で感じ子ども
が自由に表現するという最も大事な部分を受け継
いだ取り組みを忘れてはならないと考える。
　次に唱歌についてみてみると、唱歌活動で歌わ
れていた楽曲は、幼児にわかりやすい歌詞のもの
である。≪チューリップ≫、≪かたつむり≫、≪
はとぽっぽ≫、≪こいのぼり≫、≪むすんでひら
いて≫、≪赤い鳥小鳥≫、≪夕やけこやけ≫、≪
くつがなる≫、≪めだかの学校≫、≪ほたる≫、
≪どんぐりころころ≫、≪お手々つないで≫、≪
肩たたき≫、≪七つの子≫、≪ぎんぎんぎらぎら
≫、≪たきび≫、≪お正月≫、≪ゆりかご≫、≪
春よ来い≫など現在でも歌われているものが多い。
歌い継がれてきている特徴として、幼児の心情に
適合したかりやすい歌詞、言葉の繰り返しや擬音
語、擬態語などの要素を持っていることが確認で
きる。
　キリスト教系の幼稚園では讃美歌がよく歌われ
ていた。また昭和の初めは子守唄が、昭和前期の
後半では≪愛国行進曲≫≪太平洋行進曲≫のよう
な行進曲も歌われていた 24）。遊戯との関連で昔
話の≪桃太郎≫≪一寸法師≫などもよく歌われて
いたのは前述のとおりである。
　唱歌のための楽器は、保育室のオルガン、遊戯
室のピアノであった。昭和の初期にはピアノを弾
ける保育者が非常にすくなかったため、保育終了
後、遅くまで残ってピアノを練習する姿が多く見
られた。
　タンバリン、カスタネット、トライアングル、
太鼓などの楽器の普及やレコードやラジオの発達
から、幼稚園によっては唱歌から一歩進んだ音楽
指導が行われるようになり、唱歌といわず音楽と
童謡の二つの項目を設ける園や、音楽の水準を少
しでも高めたいと良い曲を選んでピアノ、ラジオ
またはレコードによって鑑賞させたり、音感教育
を年少、年長を通じて熱心に取り組んだりする園
もあったが、歌を歌わせているだけの園も少なく
なかった 25）。また蓄音器が発達すると蓄音器の
歌に合わせて歌ったりレコードやラジオを聴いた
りする活動も行われた。
　東京女子高等師範学校附属幼稚園に二十余年勤
務した坂内ミツは、その体験をまとめているが
26）、唱歌の部分に注目してみると、唱歌には歌う
唱歌と聞かせる音楽が含まれているとし、歌わせ
る歌はなるべくやさしいものがよいこと、小学校
の教材になっている歌はなるべく避けた方がよい
ことを述べている。幼児の音域、音程や歌詞の内
容を考えて、自分が担当する子どもの興味や関心
に適した歌を選ぶよう提唱している。また、聞い
て楽しみ、美的情操を養うには、味わう力が無く
てもよいから、良い音楽を教師も子どもと一緒に
松本晴子（4）
うっとり聞き入ることを推奨している。良い音楽
については具体的に述べられていないので、坂内
がどのような音楽を念頭に置いていたかは明確に
はわからないものの、子どもだからといってやさ
しい童謡ばかりを選ぶ必要がないという記述から、
聞かせる音楽の楽曲として、西洋クラシックなど
を意識していたのではないかということが推測さ
れる。
　なお昭和10年代から第二次大戦中にかけては、
音感教育がさかんに行われた。これは表現力を伸
ばすため、情操教育のためというよりは、戦争の
ための耳の訓練をするため、飛行機の敵味方など
を音で聞き分けるためであった。ハホト、ハヘイ、
ロニトなどの和音感訓練や音名指導を「音あてご
っこ」などのような形で行ったり、リズムで警報
時の避難訓練を行っていた園もあった 27）。この
時期よく歌われていた曲が、≪僕は軍人大好きよ
≫、≪兵隊さんよありがとう≫などであったこと
から 28）、昭和10年代から20年代初期の幼稚園
における音楽活動は、戦争によって翻弄されてい
たともいえる。
　現在の幼稚園や保育所における遊戯は、おゆう
ぎ会としてＣＤなどの音響機器に合わせて踊る形
が多い。音楽活動は、発表会や運動会などに向け
て鍵盤ハーモニカを用いて合奏が行われたり、マ
ーチングバンドが行われたりなど保護者に見ても
らうため保護者へアピールするための活動として
取り組まれていることが多い。もちろん、保護者
へのアピールとして音楽活動が役に立つことは喜
ばしいことであるが、大切なのは日々の保育にお
ける音楽活動であり音楽指導である。歌を歌う場
合も形式的にただ歌わせすることに終始したり、
元気がよければそれでよしとしたり、あるいは声
帯の発達や歌詞の内容から小学生の中学年以上向
きと思われる楽曲を幼児に歌わせたりなどになら
ないようにしたいものである。ひとつの曲を歌う
にあたっても身体表現を伴わせたり、音の高低、
リズム、強弱に耳を澄ませたりなどの工夫を加え
たりしながら、子どもが音楽を気持ちよいものと
感じたり、音楽に合わせて身体表現したり歌った
りすることに喜びを感じる気持ちを育てていくこ
とが求められていると考える。
４．昭和前期の音楽指導方法
　幼稚園や保育所の子どもはさわがしくなりがち
なことから、昭和前期には「気分整理」というこ
とがよく言われ保育室に入ると、まず≪むすんで
ひらいて≫をすることにしている園が多かった。
≪むすんでひらいて≫の歌詞の最後の部分を、そ
の手を膝にと歌わせて、手を膝に置かせて教師の
方を注目させたものだった 29）。保育内容は歌を
歌うことがほとんどであったものの、レコードで
名曲を時々聞かせることを行っていた園もあった。
　保育方法としては、子どものしたいことを自由
にさせる、興味のあることだけをするということ
は比較的少なく、決められた一定の内容をどの子
どもにもさせるということが行われていた。子ど
ものなかのリーダーに合わせて踊ったり歌ったり
することもあったが、「示範説明」が強調されて
いたので、保育者が模範を示す方法が一般的であ
った。これはたとえば、子どもに歌わせたい歌を
保育者が歌うと子どもたちがまわりに集まってき
て自然に歌いだすというものである。保育者が子
どもと一緒に楽しく歌うように努めることによっ
て、子どもは歌詞を自然に覚え、よろこんで歌う
ようになり情操的にも有効だったようである。良
き模範を示して歌いたいとか、踊りたいというよ
うな感興を湧かせて、自然に歌ったり踊ったりす
る方法、子どもの心身を刺激して動く興味を湧か
せることから、子どもが自発的に自然に活動する
ようにもっていく方法が強調された 30）。
　この当時、保育室にはオルガンがありオルガン
による指導であったが、オルガンは貴重なもので
あったため子どもにオルガンを触らせることはな
かったようである。遊戯はピアノで弾く場合が多
く曲に合わせて遊戯したりリズムに合わせて動い
たり、体育的な要素が強かった。
　昭和前期はピアノが弾けるというだけで頼まれ
て幼稚園教諭になる場合もあったようであるが、
保育後に一人残って遅くまでピアノを練習する保
史的変遷からみる幼児教育における音楽活動の特徴 （5）
姆もいたり、みんな熱心でよく研究をしていた。
たとえば、大阪市保育会では、実技の研修会を行
い5月には全員が5月の歌を弾けるようにして
おき、○○幼稚園と言われたらそこに出て弾くと
いうことを行っていた。そのため弾けるようにな
るまで練習して参加していた。さらに唱歌集を作
ったりもしていた 31）。今日のようにピアノの普
及率が高くなく、オルガンも高価であったため、
保育者はピアノが弾けるようになるために、幼稚
園や保育所のピアノやオルガンで練習を積み技能
の向上を目指していたことが推測される。
　現在は保育者養成大学のほとんどで、ピアノの
練習室やキーボードなどが常備され、ある程度の
音楽技能の指導はなされている。ピアノやキーボ
ードを持っている学生も多い。恵まれた環境では
あるものの、昭和前期の保育者がピアノの技能習
得のために努力した取り組みのような熱心さは、
少なくなっているように思う。しかし時代が変わ
っても、子どもに正確に歌を教えたり一緒に歌っ
たりするためには、ピアノの技能と歌唱力は必要
な技術であることには違いがない。音楽指導では、
模倣、真似させることも大切な指導方法であるこ
とをふまえるとき、保育者自身の音楽的技術を磨
くことは、今後も求められ続けていく。それと同
時に幼児の歌声や歌い方に耳を澄まし、楽譜に正
確に表現できるよう導くことも忘れてはならない
と考える。
５．音楽を指導するにあたって重要なこと
　幼児教育において音楽活動が大きな位置を占め
てきたことや幼児期にふさわしい歌の特徴につい
ては確認できた。そこで、音楽活動を展開する指
導者としての専門性と求められる音楽力を整理し
たい。
　倉橋は就学前教育の目的は、知能の早い獲得で
はなく生命が発展していく勢いの増進と統制にあ
り、元気や多方面への興味や不断の試行であると
している。そして年齢に相応した適度な自己統制
などの生活活力を育てること、根の力、自己発展
力を育てること 32）としている。指導者自ら嬉し
い時は喜んだり感激したりなどを子どもと一緒に
共有する心を持つこと、保育者の表情や姿、行動
を見て子どもは心豊かに育つというものである。
　幼児の遊戯を考えるにあたって土川は、音楽表
現を行うには生活上の役割や芸術上の意味など概
念的に熟知しておく必要があるとしている。音楽
は人間の生活にどんな役割を果たしているか、子
どものための音楽を研究するだけでなく、芸術と
しての音楽についても知識を深めることが大切で
あることを示唆している。さらに、子どもの心理
や表情にあった教材の選択をすること、子どもが
簡単にできる教材で、動きとしては荒削りの彫刻
のような教材が重要であること、リズムの違いを
区別し動きの違いで表したり、音の高さを動きで
表したりなど音楽と動きの関連性に注意を払うこ
と、子どもの年齢の特性を生かして模倣的、演劇
的な要素を持った遊戯を用いること 33）なども述
べている。
　和田実 34）は教材を選択するにあたっての条件
を次の４つ挙げている。第一として教育の目的に
統一したものであること、第二に子どもが十分興
味を持つものであること、第三には多方多種なる
ものであること、第四には郷土的なものであるこ
とというものである。郷土的特質については、す
べてが善とは言えないけれども助長して可なるも
のが多い 35）としている。今日、地域の民俗芸能
を取り入れている幼稚園や保育所も見られる 36）
ことから、地域に根差した教育活動の意義を見通
していたようにも思われる。
　これらから音楽を指導するにあたっては、ピア
ノの技能はもちろんのこと、歌唱力や表現力、名
曲などの知識、子どもの実態に合った教材選択力
と指導方法を工夫する力が求められるといえよう。
保育者養成校においては、音楽に関わる限られた
授業時間の中で、技能面と知識面はもちろんのこ
と多様な指導方法を学んだり教材や指導方法を考
えたりする授業科目も生かされることが大切とな
る。
　幼児期の保育、教育の根本は、人間の伸びよう
とする様々な力を重んじて育てることであり、こ
松本晴子（6）
のことは時代が変わっても不変である。善悪の判
断や感情のコントロール、集団生活の基礎など人
間としての土台となることが、確実に身に着くよ
う配慮しつつ、遊具や「物に頼る」のではなく保
育技術、保育者の教養、人間性そのものを高める
ことを根底においた保育者養成を目指していきた
いものである。
６．おわりに
　『日本幼児保育史』と『大正昭和保育文献集』
の資料をもとに歴史的視点から、昭和初期から
20年代半ばの保育者養成の概況と幼児教育にお
ける音楽活動について考察を行った。現在日本の
幼児教育の在り方は、幼稚園と保育所をどうする
かという議論が先行し幼保一元化、幼保一体化、
子ども園など次々と示される提言に揺らいでいる。
かつて倉橋は就学前の教育は基本教育であり人生
教育の第一段階であるとして、幼児教育も義務化
にするべきという考えをもっていたが、就学前の
教育を教育機関としてどう位置付け、幼児期には
何を大事にするのか、そのために保育者はどのよ
うな知識と技術が必要なのかという部分の議論が
手薄になっているように思われる。今だからこそ、
幼児教育に情熱を持って取り組んでいた先人たち
の記録や足跡から学ぶべきことが多々あるのでは
ないだろうか。本稿では迫りきれなかった小林宗
作と本学保育者養成に尽力した人々について、今
後も継続して研究を進めていきたい。
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